環境問題における企業経営

概要：
　現在環境問題の深刻化と伴って、国から消費者まで、人々が環境を保護するために、様々な努力をしている。その中に、環境の破壊の主体である生産者、いわゆる企業は環境保護にどのような貢献をしているか、また企業の今後の経営方針はどうなるのかについて述べる。
目的

環境保護を主題として今の社会では、生産者の製品も環境保護という主旨にしたがって生産される。環境問題ますます厳しくなってくる現在、今後どのような企業は生存し続けるのかを調べるため。
内容、進歩状況：
1.地球環境問題

1.1環境問題の現象

「環境白書」などから、地球規模にまで広がる環境問題という視点から指摘した地球環境問題。
1.2環境問題の原因と特質
1.2.1環境問題の原因

1.2.2環境問題の特質

1.3　国際環境規制

1.3.1 WTO
1.3.2 ISO14000シリーズ
1.3.3 環境管理システム（EMS）
2.環境問題解決に向けての各主体の役割

2.１行政の役割
環境政策の導入（例：ドイツ）
2.2企業の役割
環境に配慮した行動、操業の実行（エコ製品の生産）
2.3市民の役割
環境配慮企業を勇気付ける行動をとることである。また、身近に様々なエコ活動。
3.地球環境問題における企業経営
3.1地球環境問題と企業の社会的責任
地球環境問題に対して企業はどのような社会責任をもっているのか。
3.2自然環境に対する人々の意識の高まり、価値観の変化
今における自然環境破壊の進行は、市民レベルでの環境保全に対する意識を高めつつある。

人々は製品やサービスを購入するさい、ただ値段が安いからというような経済的視点からではなく、当該製品やサービスがどの程度自然環境保全に貢献している観点から購入を判断する消費者が増加してきている。（データ）
3.3環境戦略を通じたコスト削減
企業が環境戦略を通じてエネルギーや原材料、部品などの使用を減らすことは、直接的にコストの削減に寄与する。
3.4環境製品の開発
エコカー

エコ家電など

（企業の例を挙げる）
3.5環境ビジネスの展開

環境ベンチャーの事例について

4.結論

未来型企業：環境にやさしい経営

「環境にやさしい」スタイルの経営システムを作り上げることにとって、地球環境問題の漸近的な解決に資するという意味において、環境責任―環境貢献活動を展開する、このようなビジネスは21世紀企業の主流になるといえるでしょう。
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今後の方針
一章ずつ本を調べながら書いていこうと思っています、来年九月までに卒論を終わらせるように頑張りたいです。
